
令和５年１０月 31 日（火） 

13：00～16：40 

地域緑のまちづくり（洋光台五街区みどりアップ委員会・洋光台五丁目地区） 

上郷市民の森（栄区上郷町） 

街路樹の良好な維持管理（環状３号線） 

ハマヤク農園（農園付公園・戸塚区深谷町）

横浜みどりアップ計画市民推進会議 

第 23 回 調査部会 

当日資料 



『横浜農場』とは、 
食や農に関わる多様な人たち、農畜産物、農景観など、 
横浜らしい農業全体を農場として見立てた言葉です。 

令和５年度の調査部会視察にあたって 

第 23回調査部会の視察では、これまでに実施した事業を視察し、 
現場を見ながら事業内容の説明や質疑を通じて、 
①取組について検証※
②各事業の支援を受けている市民団体と直接意見交換を行って頂く
ように企画しています。

次の事例を参考に視察願います。 

※検証のポイント〈参考〉
●計画の柱１
市民の森：樹林地の確実な担保性、樹林地の維持管理や利活用の取組

●計画の柱２
農園付公園：市民が農に触れ合う場をつくる取組

●計画の柱３
地域緑のまちづくり：市民による緑化推進活動の支援の取組
街路樹の良好な維持管理：街路樹の現状を踏まえた良好な維持管理の取組
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本日のテーマと視察先 

集合  JR 洋光台駅改札口  13 時 00 分 

視察先その１ 13 時 20 分～ 

●市民と連携した緑のまちづくり（地域緑のまちづくり）

→洋光台五街区みどりアップ員会（洋光台五丁目地区） ４ページ 

【参考資料】洋光台五丁目地区 活動成果リーフレット  ７ページ 

（バス移動） 

視察先その２ 14 時 40 分～ 

●森の維持管理（市民の森）

→上郷市民の森 ９ページ 

（バス移動） 

視察先その３ 15 時 20 分～ 

●街路樹の良好な維持管理

→ 環状３号線（栄区～戸塚区） 13 ページ 

（バス移動） 

視察先その４ 15 時 50 分～ 

●農とふれあう場づくり（農園付公園）

→ ハマヤク農園（深谷町ふれあい公園） 15 ページ 

（バス移動） 

解散  JR 戸塚駅   16 時 40 分 
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横浜みどりアップ計画の体系 
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市民と連携した緑のまちづくり 

洋光台五街区みどりアップ委員会（磯子区洋光台五丁目）
 

● 地域緑のまちづくり
地域緑のまちづくりとは、地域が主体となり、住宅地や商店街、オフィス街、工場地

帯など様々な街で、地域にふさわしい緑を創出する計画をつくり、市民との協働により
緑化を進めるものです。 

● 推進団体名：洋光台五街区みどりアップ委員会

計 画 名：洋光台五街区周辺地区緑化計画
（平成30年度～令和２年度） 

視察先 
その１ 

視察先① 洋光台五街区みどりアップ委員会 

計 画 対 象 範 囲 

洋光台駅 
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横浜みどりアップ計画 ４か年（2019～2022年度の）事業・取組の評価・検証 
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横浜みどりアップ計画 ４か年（2019～2022年度の）事業・取組の評価・検証 
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● 上郷市民の森 約５ha（昭和 47年開園） 

栄区に東部位置する市民の森です。住宅地にぽこりと残ったかわいい小高い丘の森で、
ふと行ってみたくなるような、伏せたお椀型の森です。てっぺんの平らな広場から、箱根
や丹沢の山並みと、富士山、円海山に広がる市民の森を眺めることができます。 

  平成 27年には保全管理計画が作成され、“地域の日々の暮らしに寄り添うヤマ”
として将来に継承されるように、愛護会等の活動団体と一緒に森の管理に取り組
んでいます。 

 

  

森の多様な機能に着目した森づくりの推進 

上郷市民の森    

視察先 
その２ 

視察先③ 上郷市民の森 

港南台駅 

本郷台駅 

▶上郷市民の森 
保全管理計画より 
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横浜みどりアップ計画 ４か年（2019～2022年度の）事業・取組の評価・検証 
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 横浜みどりアップ計画 ４か年（2019～2022年度の）事業・取組の評価・検証 
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市民協働による日常管理 

安全に配慮した良好な森づくり 

多く見られる希少な野草 

ハンショウヅル ツルニンジン

カントウカンアオイ ヤマユリ

ウラシマソウホウチャクソウ

樹名板づくり（R5） 

＜活動団体＞市民の森愛護会・森づくりボランティア 

ボーイスカウト 

バッタ調査（H30） 

森のクイズイベント（R5） 

野草観察会（R3～） 

樹林育成の方法 

●H29
樹林育成工事

●H30
樹林育成工事

●●R1
台風による倒木

●R5
雑木の苗木植栽

R1 台風被害からの復旧 

←ロープワークにより、
作業困難な樹木の剪定・
伐採を実施 

上郷市民の森 
N 

20m 
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まちなかでの緑の創出・育成 

街路樹による良好な景観の創出・育成 

（環状３号線） 

● 街路樹の良好な維持管理

駅周辺や各区の主要な路線など、多くの市民の目にふれ、街並みの美観向上に寄与する
街路樹を良好に育成しています。 

● 環状３号線周辺

視察先 
その３ 

視察先② 環状３号線 

本郷台駅 

舞岡公園 
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管理目標樹形図 

経年管理記録表 ＜事例＞ 

＜事例＞ 樹形対応円錐型

14



● 農園付公園の概要

土地所有者による維持管理が難しくなった農地等を公園として市が買取るなどして、市
民が農作業を楽しめる農園を公園に開設しています。 
区画割りされた農園で、自分で考えた栽培プランで自由に野菜作りを楽しむことができ
ます。 
農園付公園は、令和５年度までに、横浜市内で１４園が開設されています。 

●ハマヤク農園（深谷町ふれあい公園）の概要

2016年に開園した農園付公園です。隣接する横浜薬科大学がネーミングライツパート
ナーとなっており、「ハマヤク農園」の愛称が用いられています。
園内には地域の方々に貸し出して自由に農作業を楽しんでもらう分区園と、市民との

協働に利用する協働農園があります。 
協働農園では、横浜薬科大学が「市民参加型の薬用植物園」を企画し、地域住民ととも
に土作り・ 植付け等の栽培体験や収穫を行っています。 
他にも花の種まきやオリーブの摘み取り体験等、市民が参加できるイベントを開催して
います。 

市民が農に触れ合う場をつくる取組 

ハマヤク農園（深谷町ふれあい公園）

視察先 
その４ 

視察先④ ハマヤク農園 
戸塚駅 

横浜薬科大学 
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● 様々な市民ニーズに合わせた農園

（「横浜みどりアップ計画［2019-2023］」より） 

● 市内の農園のある公園（YokohamaみどりアップAction vol.８より）
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芝生 

広場 

倉庫棟 
トイレ・自販機

分区園 

協働 
農園 

分区園 

分区園 
（団体用） 

薬用 
植物園 

オリーブの摘み取り体験

ルピナスの植え付け

●指定管理者

H28～ 株式会社田澤園 

R5～  株式会社春峰園 

●横浜薬科大学とのかかわり

・ネーミングライツ(命名権)

H28 年から 10 年間

・薬用植物園や協働農園、分区園を使用

●指定管理者主催イベントの様子

大根の種まき 

ラベンダー・ローズマリーの
摘み取り体験

深谷町ふれあい公園（ハマヤク農園） 

10m 
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